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保育士養成におけるスリープ・リテラシー教育のプログラム開発と実践
― 経験からのリィフレクティブな学びの追究 ―

真鍋　智江（看護学：母子保健）

１．はじめに
　近年、我が国におけるライフサイクルの夜型
化が一般化し、日本人の睡眠時間は先進国の中で
は最も短い。また、厚生労働省の調査によると
2003 年以降から成人の 5 人に 1 人が睡眠に何ら
かの問題をかかえている。そうした社会の変化は、
子どもの睡眠習慣に影響をおよぼし、乳幼児にお
いても生活リズムの夜型化が顕著である。
　子どもの睡眠習慣の乱れや、眠りの質の低下
は、体内リズムの変調をはじめ、発育・発達の問
題、学力低下、社会不適応、肥満、生活習慣病予
備軍など多岐にわたる問題をひきおこしている。
　睡眠科学や脳科学が発達した今日では、乳幼
児期は睡眠習慣が形成される大切な時期であ
り、睡眠のタイミングや眠りの質は、体内リズ
ムや脳の発達、体の発育、免疫のはたらきなど
と深く関係があることが報告されている。しか
し、社会の睡眠の重要性に対する認識はまだ低
く、睡眠に関わる育児相談は増加傾向にある。
　その背景には、睡眠教育の遅れが指摘されてい
る。これまでの日本の学校教育はもちろん医学・
看護・保育などの専門職教育においても、睡眠に
関して科学的根拠に基づいた体系的な教育が行わ
れる機会は極めて少なかった。よって、睡眠教育
による知識の普及が問題解決の糸口となる。
　2009 年の医学雑誌『綜合臨床』には、スリー
プ・リテラシー教育の重要性について言及され
た。スリープ・リテラシーとは、「睡眠に関する
本当に正しい知識・認識・行動」１）で、社会に
適応し、よりよく生きていくために誰もが身に
つけておきたい基本的な能力であるが、その教
育はまだ始まったばかりである。現在のところ、
保育士養成における、体系的なスリープ・リテ
ラシー教育の報告はないが、こうした社会の変
化に伴い、今や保育士には不可欠な能力である。

　以上のことから筆者は、保育士をめざす学生
のための体系的なスリープ・リテラシー教育の
必要性を強く感じ、その教育プログラムの開発
と教育実践を試みた。それは、単なる睡眠知識
の伝承ではなく、自己の睡眠というミクロな経
験から情報を分析し、マクロな視点で問題を解
決していく思考の過程を主体的にたどることで、
保育士に必要な知識と技術（養護力・教育力）
を獲得することをねらいとした。つまり経験か
らのリフレクティブ（内省的思考）な学び方を
学び、保育士として自ら考えたくましく成長し
続ける教育である。
　本稿では、そのプログラム開発の過程と教育
実践およびその後の教育効果を報告し、そこか
ら見えてきた今後の課題について考察する。

２．研究方法
（１）対象者：保育士資格取得をめざす
　　　大学 1 年生 78 名（18 歳～ 42 歳　
               　平均年齢 19.26 歳　SD ± 3.9 歳）

（２）研究期間：平成 22 年 10 月１日～
　　　　　　　　　　　　平成 23 年 10 月 3 日

（３）研究目的：
1）保育士資格取得をめざす学生にスリープ・リ
テラシー教育を行い、その教育効果を評価する。
2）教育実践で使用した教材のリフレクション
シートの記録から学生の主体的体験をたどり、
学びの質を分析する。
3) 上記 1）2）の結果から、経験からのリフレ
クティブな学びを追究し、保育士養成における
スリープ・リテラシー教育の課題を明確にする。

（４）分析方法
1）教育前の睡眠の現状アセスメントと教育効
果スリープ・リテラシー教育前後に質問紙調査

（アテネ不眠尺度・エップワース眠気尺度）を
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本においても学習の道具として取り入れられて
いる。
　リフレクションの概念は、「経験によって引
き起こされた気にかかる問題に対する内的な吟
味および探究の過程であり、自己に対する意味
づけを行ったり、意味を明らかにするものであ
り、結果として概念的な見方に対する変化をも
たらすものである。」５）それは、慣習や個人的
な感情にとらわれず、現象のありのままを注意
深く見つめ、経験と知識とを擦りあわせ、最善
の方法を吟味する思考のプロセスであり、本研
究のめざす教育の方向性と一致する。
　よって、リフレクションの概念を、スリープ・
リテラシー教育のプログラムの中心概念とした。

（３）学習モデルの構造化
　リフレクションの学習モデルは、これまでにい
くつか開発されている。中でもコルブのモデルは、
ジョン・デューイの理論を引き継ぎ、より構造的
で学習効果が高いと多くの報告がされている。
　それは、「体験学習サイクル」（図 1）モデルで、
具体的には学習のプロセスを「①具体的経験　
②反省的観察　③抽象的概念　④活動的実験」
の 4 つの連続体として捉え、①～④がうまくサ
イクルすることで学習が深化すると述べられた。
　文献レビューにより、筆者が考えるこのモデ
ルの利点は、以下の 5 点で、スリープ・リテラ
シー教育の学習構造とすることで、教育効果が
期待できるのではないかと推察した。

＜筆者が考えるコルブのモデルの利点＞
◆学習のプロセス①～④が、経験を起点に、

「感じる→観察する→考える→行動する」
と脳のしくみに従ったサイクルで循環して
いるので、学習する上で脳の使い方に無理
がなく思考を深めることができる
◆日々の生活の中で自分を省察し状況に応
じた判断をしてゆかねばならない保育士に
必要な思考のスキルである
◆学習のプロセスがシンプルに構造化され
ているので適用しやすい
◆①→②→③→④と段階的に学習ができる
ので教材の工夫により思考の可視化が可能

実施し量的に分析した。
2）学びの質
質問紙の結果から、教育効果が最も高かった学生
と最も低かった学生のリフレクションシートの記
録を現象学的アプローチにより比較分析した。

（５）倫理的配慮
　対象者には、最初にオリエンテーションで研
究の趣旨や内容について口頭で説明し、同意を
得た上で実施した。また統計処理においては
データを数字化し、個人が特定できないように
配慮した。

３．教育プログラムの開発
（１）教育のめざす方向性
　保育士は、「専門的知識及び技術をもって、
児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関
する指導を行うことを業とする者」２）である。
具体的には「日々の保育における子どもや保護
者との関わりの中で常に自分を省察し、状況に
応じた判断をしていくこと」３）が必要である。
　よって、本研究におけるスリープ・リテラ
シー教育は、個々の睡眠を題材に「現状を客観
的にみつめ、科学的な分析により理論を構築し、
よりよい方法で問題を解決していく」リフレク
ティブな思考力を養うことをめざした。それは、
伝統的なティーチングではなく、経験から学ぶ
意義を理解し、自己をみつめ思考を発達させる
学習者中心の創造的な教育でもある。

（２) 教育プログラム開発の中心概念
　筆者は 2003 年より、保育士養成教育（子ど
もの保健）においてリフレクション理論を取り
入れ、日常の経験から学びを促す教育方法を追
究してきた。その方法論は、いまだ試行錯誤の
段階であるが、最近では、教育効果が期待でき
る理論であると手ごたえを感じている。
　リフレクションは、1900 年前半に、アメリ
カの教育学者であるジョン・デューイによって

「そのひとの信念の根拠を評価すること」４）と
定義され、その後ショーンらによって広められ
た。近年では、米国の看護教育者たちによって、
専門職として求められる実践力を育成させる教
授法であると考えられるようになり、今では日



保育士養成におけるスリープ・リテラシー教育のプログラム開発と実践

― �� ―

であり、学習者の学びのつまずきを発見し
やすい
◆実社会への適用も視野にいれたモデルで
あるため、教育プログラムを工夫すること
で個人的な学びの枠を超え、社会へ発展さ
せていくことが可能となる

以上の理由から、コルブの「体験学習サイクル」
を骨組とし、本研究におけるリフレクティブな
学習モデルを構造化（図 2）した。

（４）リフレクティブな学びのステップ
　前述のリフレクティブな学習モデルをふまえ、
学びのステップを以下の 1）～ 10）に具現化した。

1）保育に必要な睡眠のしくみや発達、睡眠
衛生を科学的な視点から学び、正しい知
識を身につける。

2）質問紙および睡眠日誌から自己の経験を
可視化し、その情報を客観的情報・主観
的情報に分類し、現状を把握する。

3）情報のもつ意味を科学的に吟味（経験と     
知識の統合）し、理論を構築する。

4）自分にとっての問題を発見し、優先順位 
決定する。

5）問題を解決するための目標を設定する。
6）自分らしく行動可能な具体策を計画する。
7）計画にそった実践をする。
8）計画後の実践を質問紙および睡眠日誌か

ら振り返り現状を把握する。
9）情報のもつ意味を吟味し（何が出来て何

が出来なかったのか・目標の達成度・不
足していた情報は？・問題の抽出は適切
であったか・目標の設定や具体策、実施
は適切だったかなど）、新たな問題を発
見し、計画を見直す。

10）添削指導よる個々へのフィードバック。
＊上記 9）は、コルブの「体験学習サイクル」
①具体的経験～③抽象概念にあたる。

（５）教育プログラムのデザイン
　教育プログラム（図 3）は学びのステップ 1）
～ 10）を組み立てデザインした。具体的には学
びをスムーズに促す事前準備としてオリエンテー
ションを計画した。そこでは、研究の趣旨と内容
を説明し、同意の確認後、質問紙による睡眠調査
を行うこととした。引き続き、睡眠日誌の書き方
と、オリエンテーションの前日から図 3 に示す学
びのステップ 8）まで毎日記録することを説明し、
その日から各自、記録を開始することにした。
　また、睡眠日誌の記録開始後 3 週目にリフレク
ションの説明をし、各自リフレクションを開始す
る。その後、計画にそって 4 週間実施したうえで、
評価、分析、計画の見直しを行い、添削指導によ
りフィードバックを受けるシステムとした。

図 1　コルブの「体験学習サイクル」

図 2　リフレクティブな学習モデル（真鍋）

＊図 2 における①～④は、コルブの「体験学習サイク
ル」の各ステージ（図 1）を意味する。
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　この教育プログラムは、前述の通り、リフレ
クティブな学びによる思考の発達をねらいとし
ているが初学者には困難な道となる。けれども
授業時間の枠内では、個別指導に十分時間をか
けることができず、多くは個々の自宅学習に委
ねられる。
　よって、学習者が道に迷ったり、リタイアし
ないよう、リフレクティブな学びをナビゲート
するとともに学習者の思考が可視化できる、よ
く練られた教材の準備が必要である。

Ａ．アテネ不眠尺度（資料 1）
北米や日本を中心に睡眠薬を開発する際に
汎用された不眠症診断尺度で、アテネ大学
の Soldatos らが標準化を行い診断的妥当
性と信頼性が確認されている。

Ｂ．エップワース眠気尺度（資料 2）
日常生活における活動の中で経験する眠気
の評価で、高い内的信頼性と再現性が確認
されている。

Ｃ．生活習慣チェックリスト（資料 3）
日本睡眠改善協議会作成による睡眠に関わる
生活習慣や日中の活動状況、睡眠環境の評価
のための質問紙で、一般に用いられている。

Ｄ．睡眠日誌（資料 4）
自記式の睡眠評価法の 1 つで臨床現場では、 
よく用いられ、診断の助けとなっている。

Ｅ．睡眠の学習用ワークシート（資料 5）
教育ステップ 1）の授業の中で使用した。

　詳細は 4 －（2）で後述する。
Ｆ．リフレクションシート（資料 6）

語りかけに従い書き進めることで、体験を
意識化し、思考を深めることができるよう
工夫して作成したリフレクションのための
ツールで、教育ステップ 2）～ 9）で使用した。

４．スリープ・リテラシー教育の実践
（１）教育実践の方法とその内容
　教育実践は表 1 の手順で同じ内容を 4 クラス

（各 20 人前後）にそれぞれ行った。

（２）教育ステップ１）の授業の工夫と内容
　授業は、基本的な睡眠知識に加え、将来、学
生が保育現場において子どもの養護や教育、保
護者の育児相談に必要な以下の 1）・2）の内容
を 2 回に分けて行った。その教授方法は、講義
形式でパワーポイントにより図表を多く示し、
わかりやすいよう工夫した。また、教材は、パ
ワーポイントと同じ内容で、重要事項を書き込
んだり、色鉛筆で図表を完成させ、授業に参加
しやすいよう作成したワークシートを使用した。

【授業内容】
１）睡眠のしくみと発達（90 分 1 コマ）

①動物から学ぶ睡眠の意義

図 3　教育プログラムのデザイン（真鍋）

（６）学びをナビゲートする教材
　以下の A ～ F は、リフレクティブな学びの
助けとなるよう使用した教材である。A・B の
質問紙と D の睡眠日誌は、既存の物をそのま
ま使用した。C の質問紙は、自己の生活をみつ
める手がかりとなるよう具体的な記述欄をもう
けた。また E・F のワークシートはプログラム
に合わせ作成した。
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図 4　アテネ不眠度とエップワース眠気度の散布図

②睡眠のメカニズム
・眠りのタイミング、量（時間）、質（深さ）
③睡眠中に分泌されるホルモンのはたらき
・メラトニン、成長ホルモン、コルチゾール
④睡眠の発達過程
⑤各ライフステージにおける睡眠の特徴

２）睡眠衛生と養護（90 分 1 コマ）
①日本の睡眠の現状
②日本の子どもにおける睡眠問題
③睡眠の量や質の低下による影響
④良質な睡眠とは・・・
⑤日中の活動と睡眠の関係
⑥良質な睡眠のための睡眠衛生
・太陽の光による体内時計の調節
・セロトニンの分泌を促す食事と運動

・睡眠と嗜好品
・睡眠環境
・眠りを促すツボ
⑦子どもの睡眠における養護のポイント

５．教育実践の結果と考察
（１）教育実践前の睡眠の現状
　オリエンテーション時の質問紙（前述 A・B・C）
の調査結果とリフレクション前の睡眠日誌の記
録から学生の睡眠の現状をアセスメントした。
　その結果、教育前のアテネ不眠度（以後、文
中は不眠度とする）と、エップワース眠気度（以
後、文中では眠気度とする）の関係を示す散布
図は図 4 の結果となった。　　

表 1　教育実践内容

　この 2 つの要因の相関分析をしたところ、ピ
アソンの累積相関係数は 0.31 で、弱い正の相
関があると考えられた。さらに、ｔ検定の結果、
片側 5％検定により不眠度と眠気度は相関関係が
あることがわかった。よって不眠尺度・眠気尺
度は、教育効果を判定するツールとして適用した。
　その具体的な分布をマトリクス表（表 2）に
まとめたところ、不眠度 4 点以上または眠気度
が 11 点以上で睡眠に問題があると評価された
人は 66 名で全体の 84.6％であった。そのうち不
眠度が 6 点以上で「不眠症」、眠気度が 16 点以
上で「重度の眠気あり」の両方に該当し、睡眠
の問題が深刻な人は 6 名で全体の 7.7％であった。
　この結果から全体の 84.6％に睡眠の問題があ
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ることがわかった。

た、睡眠不足と産業事故との因果関係も報告さ
れ、中には大きな社会問題に発展した事例もあ
り、保育においても例外ではない。
　このことからも、将来、保育士をめざす学生
の睡眠問題は個人的なことではなく、子どもの
命をあずかる専門職として、自己の健康状態を
モニターし、コントロールする能力を身に付け
ておかねばならない。けれども、生活習慣を修
正することはなかなか難しく、積極的な教育的
介入によるヘルスプロモーションが必要となる。
　以上の教育実践前の調査から、保育士養成に
おけるスリープ・リテラシー教育のニーズは高
く、教育的意義があるとアセスメントした。

（２）教育実践後の教育効果の量的分析
　スリープ・リテラシー教育実践後の不眠度と
眠気度の関係を示す散布図は、図 6 の結果と
なった。

表 2　不眠度と眠気度のマトリクス表（N=78）

　また、不眠度と眠気度それぞれの区分の割合
は、表 3・表 4 の結果となった。

表 3　アテネ不眠度の結果（N=78）

表 4　エップワース眠気度の結果（N=78）

　さらに、睡眠日誌の記録や、生活習慣チェッ
クリストの結果から生活の様子を調査すると、
睡眠に問題がある人の多くが、アルバイトや、
夜間の外出、就床前の携帯電話やテレビ、パソ
コンなどにより就床時刻の遅延及び睡眠リズム
の乱れをひきおこし、平日の睡眠不足を補おう
とする休日の過眠行動がさらに睡眠リズムを狂
わせ悪循環（図 5）に陥っていることがわかった。
　また、そうした悪循環に陥っている人たちは、
日中の強い眠気や活動への影響、体調不良など
を自覚しているにもかかわらず同じことを繰り
返しているという特徴的もあった。
　大学生における睡眠の問題は、健康問題だけ
でなく、社会人となった際に規則的な生活に
移行できなくなる危険が指摘されている。ま

図 5　睡眠問題がひきおこす悪循環の構造（真鍋）

図 6　アテネ不眠度とエップワース眠気度の散布図
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　そして、不眠度と眠気度のマトリクス表（表
5）から、不眠度が 4 点以上または眠気度が 11
点以上に該当する人は 33 名で、教育前より 33
名減少し全体の 42.3％であった。

表 5　不眠度と眠気度のマトリクス表（N=78）

グラフ 1　教育前後のアテネ不眠度の結果（N=78）

グラフ 2　教育前後のエップワース眠気度の結果（N=78）

　そのうち不眠度が 6 点以上で「不眠症」と眠
気度が 16 点以上で「重度の眠気あり」の両方
に該当し、睡眠の問題が深刻な人は 6 名から 1
名に減少し、全体の 1.3％となった。
　以下のグラフは、教育前後の不眠度と眠気度
それぞれの区分を比較した結果（グラフ 1・グ
ラフ 2）である。

　教育前後の不眠度及び眠気度のバラツキの範
囲（表 6）を見ると、それぞれ教育後の最大値
は教育前の最大値より点数が低くなっていた。

表 6　教育前後のバラツキの範囲

　さらには、教育後の不眠度・眠気度の平均点
（表 7）を比較すると変化がみられたので、そ
れぞれの平均点の差を検定した。

表 7　スリープ・リテラシー教育前後の平均点

　ｔ検定の結果、不眠度、眠気度の平均点は
ともに 1％水準の有意差が認められた。それは、
スリープ・リテラシー教育により、睡眠におけ
る問題を変容し、不眠度および眠気度が軽減し
たと考えられる。以上の量的分析によると教育
による効果は認められたと評価した。
　その行動の変化は、学生のリフレクションに
よる計画後の睡眠日誌や生活習慣チェックから
も知ることができた。中には、それまで就寝時
刻が午前 2 時以降で、睡眠リズムがバラバラで
あったが、アルバイトや夜間の外出を調整し午
前 0 時までには就寝したり、平日と休日の起床
時刻の差が 2 時間以上にならないよう休日の過
眠をひかえたりして健康を気遣うなど考え方や
生活リズムが劇的に変化した人が多かった。そ
うしたことからも教育効果を質的に実感するこ
とができた。
　また、教育前後の生活習慣チェックリスト
の比較（グラフ 3）では、教育後は全ての項目
で該当者の割合が増加した。特に 30％以上の
大きな変化が見られた項目は「就床時刻は起
床時刻から逆算して決定している（＋ 47.9％）」

「睡眠時間が不規則にならないようにしている
（＋ 44.9％）」「お風呂はぬるめのお湯にゆっく
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りつかっている（＋ 42.3％）」「寝る前は脳と
身体がリラックスできるように心掛けている

（＋ 41.1％）」「就床時刻が不規則にならないよ
うにしている（＋ 39.7％）」「夕食後以降、お茶
やコーヒーなどカフェインを摂取していない

（33.3％）」であった。
　この生活習慣チェックリストは、自己の生活
習慣を評価し、現状を把握するとともに、生

活習慣を広い視野でみつめ、それまで気づかな
かった気づきを促し、習慣行動を具体的に提案
することをねらいとして使用した。
　その結果、こうした教育後の生活習慣の変化
から生活習慣チェックリストは、スリープ・リ
テラシー教育の教材として、また、教育効果に
おいても有効な道具であると期待できる。

グラフ 3　教育前後の生活習慣チェックリストの結果（N=78）
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（３）学びの質の分析
　教育前後の調査の結果、本研究の対象者（78
名）の中に、教育前は不眠度が 6 点以上でかつ
眠気度が 16 点以上であり、教育後の点数がと
もに最も減少した A さんと、点数の変化が最
も少なかった B さんを発見し、その点差に疑
問をもった。（A さんと B さんの教育前後の点
数を表 8 に示す）

１）学生の主体的体験からの発見
　そこで、2 人のリフレクションシートの記録
から学びの違いを現象学的アプローチ（表 9
－ 1 ～表 9 － 5）により分析した。具体的には、
コルブの「体験学習サイクル」の段階ごとに特
徴的な主体的体験（記録）を拾い出し、その経
験の質を解釈した。その後、そこから得られた
質的データを紡ぎ、パースペクティブにながめ
ることで、それぞれの経験からの学びを評価し、
点差が示す意味を追究した。その結果から保育
士養成におけるスリープ・リテラシー教育の今
後の課題を導きだし、リフレクティブな学びを
促す新たな学習モデルを構築した。

【①体的経験（感じること）】（表 9-1）

【②反省的観察（観察すること）】（表 9-2）

表 8　ＡさんとＢさんの点数の変化
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【③抽象的概念（考えること）・・・分析】（表 9-3）

【③抽象的概念（考えること）～④活動的実験（行動すること）・・・】（表 9-4）



保育士養成におけるスリープ・リテラシー教育のプログラム開発と実践

― 4� ―

２）リフレクティブな学びの追究
　A さん、B さんのリフレクションシートに記
された主体的体験をパースペクティブにながめ
比較すると、その体験の質の差は明らかで、前
述した 2 人の教育効果の点差は経験が知的に発
達しているかどうかに起因することがわかった。
　ジョン・デューイは、『経験と教育』の中で、

「経験が未来により望ましい経験をもたらすこ
とができるよう促すためには、直接的な快適さ
をはるかに超えた種類の経験が求められること
になる。質的経験を整えることこそ、教育者に
課せられた仕事なのである。」６）と説いている。
　A さん、B さんの経験は、ジョン・デューイ
の云う 2 つの経験にあてはまる。A さんの経験
は、「経験がその後の経験にどのように影響を及
ぼすかという連続的な経験」７）であり、B さんは、

「快適か不快なものかといった直接的な経験」８）

で、それらは、全く次元の異なるものであった。
　B さんは、最初の段階で、「①具体的体験」

【④活動的実験（行動すること）後の①具体的経験～④活動的実験・・・（評価・修正）】（表 9-5）

をすることなく個人的な思い込みで我武者羅に
突き進んだが、結局、堂々巡りに終わった。そ
れはまるで、広大な樹海の中で、何の手がかり
もなくさまよう様であった。学びの道は険しい。
　樹海から抜け出すには、まず、五感により周
囲をよく観察し、手がかりをひとつひとつみつ
け、頭の中に地図を描いていくことで全体を把
握すると同時に客観的に自分の位置を確認する。
そして、自分は何処から来て何処へ行きたいの
か自問自答し、進むべき方向を地図と方位磁石
をたよりに明確にする。そうした準備の後、歩
み出すのが得策なのではないだろうか。
　こうした過程は、面倒で時間がかかるように
思えるが、樹海から抜け出すには確実で近道と
なる。
リフレクティブな学びも同様で、場所を示す「地
図」と方向を示す「方位磁石」の 2 つの道具
が必要なのではないか。その場合、「地図」と
は意識的な質の高い経験の記憶で、「方位磁石」
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は進む方向を導く確かな知識に相当する。
　そうした視点で A さん、B さんの学びを解
釈すると、B さんは最初の睡眠日誌および生活
習慣チェックの段階で五感による経験の意識化
と探究が不十分であったために、経験の地図を
描くことが出来なかった。よって個人的なミク
ロな視点から抜け出すことができず、知識とい
う方位磁石を活用することもなく思考が発達し
なかった。その結果、自分にとって何が問題な
のかもはっきりしないまま時が過ぎてしまった
のではないか。
　一方 A さんは、五感により今何が起きてい
るかを積極的に探究し、情報を組み立てて、経
験の地図を描き、知識を活用しながら意識の中
で視点をミクロからマクロ、過去・現在・未来
と柔軟に移し思考することで「④活動的実験」
まで順調に歩むことができた。けれども残念な
がら、その後、それまでの経過を振り返り、さ
らなる成長をめざす段階で、経験の継続性が途
絶え、そこから先へは思考が発達しなかったの
ではないだろうか。
　2 人の事例からコルブの体験学習サイクルを
うまく循環させることは容易でないことがわ
かった。しかし、同時にリフレクティブな学び
には「経験の意識化と継続」そして意識の中で

「経験の地図」を描き「視点を移し」「知識」を
活用し探究することが重要であることを学んだ。
　そうした学びを、コルブのモデルに追加し、
新たに「リフレクティブな学習モデル」（図 7）
を構築した。具体的には「五感による積極的な
経験の知覚」がリフレクションの基盤であり出
発点となる。その後、経験を継続させながらコ
ルブの体験学習サイクル（具体的経験⇒反省的
観察⇒抽象的概念⇒活動的実験⇒実社会への
適応）を辿ることでリフレクションが深化す
る。そうしたリフレクションの過程で必要なの
が「情報を組み立てた経験の地図」と「確かな
知識」の 2 つの道具である。この 2 つの道具を
駆使して「視点をミクロ・マクロ・時間軸と移
動」させ思考を発達させることで問題を解決し
ていく学習構造である。

６．おわりに
　本研究ではスリープ・リテラシー教育を展開
するとともに、リフレクティブな学びを追究し
た。その結果、リフレクティブな学びには、「経
験の知的な発達」が鍵であり、具体的な課題が
見えてきた。教授者はいかに教え込むかに全て
の労力を注ぐのではなく、もっと学習者の経験
に目を向け工夫しなければならない。経験それ

図 7　リフレクティブな学習モデル（真鍋）
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自体が教材であること、また、経験がもつ固有
の推進力によって学びは拡がり、深まることを
教授者と学習者がともに学び創意工夫を重ねる
ことで、さらなる世界が拓けるのではないだろ
うか。
　保育士養成におけるスリープ・リテラシー教
育はまだまだ満足のいく結果ではなかった。け
れども、本研究で発見した鍵を携え、次なる扉
に挑みリフレクティブな学びの旅を続けようと
思う。
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